
 

 

評価レベルおよび評価の質的水準と手法 

（1） 機関レベル（本学全体）のアセスメントポリシー 

大学・短期大学部の「ディプロマポリシー」に定める内容について、その修学成果を下記の観点に

基づいて評価します。 

 入学前・入学時 在学中 卒業時 

機関レベル 
・各種入学試験 
・調査書等の記載内容 
・面接 

・退学率 
・休学率 
・除籍率 
・復学率 

・学位授与状況 
・就職状況 
・進学状況 
・就職・進学分野別統計 
・卒業時アンケート 

 

（2）教育課程レベル 

学部・学科における「ディプロマポリシー」に定める内容について、その修学成果を下記の観点に

基づいて評価します。 

医療保健学部 

 入学前・入学時 在学中 卒業時 

教育課程レベル 

･入試形態別入学試験 
･入試区分別の学業成績
（調査書等） 
･基礎学力試験（プレイス
メントテスト） 

･単位取得状況 
･学修行動調査 
･授業評価アンケート
結果 
･GPA分布 

･国家試験合格状況 
･進学状況 
･就職状況 

 

短期大学部 

 入学前・入学時 在学中 卒業時 

教育課程レベル 
・各種入学試験 
（調査書等の記載内容） 
・入学前教育 

・単位取得状況 
・学修行動調査 
・授業評価アンケート
結果 
・GPA分布 

・進学状況 
・就職状況 

 

（3）科目レベル 

シラバスで提示された各授業科目の到達目標等について、その学修成果を以下の観点に基づい

て評価します。その際には、シラバスであらかじめ記された各授業科目の評価方法や、小テストや

課題のフィードバック等を実施した上で評価します。 

 

医療保健学部 短期大学部 

 在学中 

科目レベル 
･成績評価（単位取得率） 
･授業評価アンケート結果 

 

GPA: Grade Point Average の略。本学で修得した科目の成績の平均値を指す。 

上記の他、新しい指標開発など状況が変わる場合は、検証方法を見直すこともある。 


